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図
書
印
刷
株
式
会
社

　

救
世
軍
は
、
統
一
協
会
、
エ
ホ
バ
の

証
人
、
モ
ル
モ
ン
教
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
問
題
で
お
悩
み
の
方
は
、
右

救
世
軍
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

救
世
軍
と
は

T
he S

alvation A
rm

y

　

世
界
百
二
十
四
の
国
と
地
域
で

活
動
す
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
キ

リ
ス
ト
教
会
で
す
。

　

一
八
六
五
年
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
教

会
の
牧
師
だ
っ
た
ウ
イ
リ
ア
ム
・

ブ
ー
ス
が
、
英
国
・
東
ロ
ン
ド
ン

で
働
き
を
始
め
ま
し
た
。

　

貧
し
い
人
々
、
仕
事
の
な
い

人
々
、
搾さ

く

取し
ゅ

さ
れ
て
い
る
女
性
た

ち
、
教
育
を
受
け
ら
れ
な
い
子
ど

も
た
ち
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
溺お

ぼ

れ
る

人
々
な
ど
に
、
救
世
軍
は
実
際
的

な
支
援
の
手
を
伸
べ
て
、
神
の
愛

を
伝
え
ま
し
た
。
ニ
ー
ズ
に
応こ

た

え

て
、
食
料
配
給
所
や
職
業
紹
介
所
、

救
護
ホ
ー
ム
、
簡
易
宿
泊
所
、
診

療
所
な
ど
を
つ
く
っ
た
り
、
パ
ン

や
肉
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
を
廉れ

ん

価か

で

売
っ
た
り
し
て
、
そ
の
働
き
を
拡

大
し
て
い
き
ま
し
た
。　
　
　
　

　

ま
た
、
様
々
な
支
援
活
動
に
迅じ

ん

速そ
く

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
軍
隊

流
の
組
織
を
取
り
入
れ
、
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
者
の
回
復
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
る
団
体
と
し
て
、

信
徒
は
ア
ル
コ
ー
ル
抜
き
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
と
り
ま
し
た
。

　

日
本
で
の
働
き
は
一
八
九
五
年

に
始
ま
り
ま
し
た
。
社
会
や
人
々

の
様
々
な
必
要
に
応
え
て
、
廃は

い

娼し
ょ
う

運
動
の
推
進
や
結
核
療
養
所
の
設

立
な
ど
、
社
会
福
祉
・
医
療
の
分

野
で
先
駆
的
な
働
き
を
起
こ
し
て

き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
伝
道
の
拠
点
で
あ
る

四
十
六
の
小
隊
（
教
会
に
あ
た
る
）

と
、
十
一
の
分
隊
（
伝
道
所
に
あ

た
る
）、
十
九
の
社
会
福
祉
施
設
、

二
つ
の
病
院
（
ホ
ス
ピ
ス
併
設
）
を

通
し
て
働
き
を
進
め
て
い
ま
す
。

　今年に入ってから、フィジーでは洪水被害が続き、1 月 25 日に
は西部行政区に自然災害事態が宣言されました。1 月 27 日現在、
フィジー政府発表によると、死亡者は 4 家族を含む 6 人、避難者
は約 4,600 人、被災者は約 32 万人に上ります。
　現地の救世軍は、洪水及び地滑りによって被災した人々のため
に、避難所を設置、また食事・飲料水の提供をしています。建物
の下部が浸水した救世軍の会館では、被災を免れた上階に被災者
を保護して支援にあたっています。この地域の農作物や家畜のお
よそ 50 パーセントが被害を受けたと推定されます。新学期が始
まる時期でしたが、学校は閉鎖されたままです。救世軍は被災し
た子どもたちの家庭に、学費補助や学用品の提供をしています。

〈フィジー〉洪水災害支援

〈ウクライナ〉寒波被害支援
　ヨーロッパの大部分を覆った寒波により、ウクライナでは氷
点下 36 度を記録し、120 人以上の死者が出ました。首都キエフ
の救世軍は、6 個所の避難所で、防寒具や靴下を街頭生活者に配
り、地下鉄や路上にいる人々にも温かい飲み物を提供しました。
防寒具類は、寒波が来る前の、昨年 12 月と今年の 1 月に、防寒
具募集を呼びかけて集まったものです。400㎏の防寒具とブーツ、

160 組の防寒用靴下、30 枚の寝袋が寄せ
られました。ヤルタにある救世軍では、新
生児とその母親を凍える寒さから保護し、
シェルターを手配する支援や、出産期を迎
えた妊婦に食事、乳児用品、衣服の提供や
病院手配等の支援をしました。

〈オーストラリア〉洪水被害支援
　クイーンズランド州とニューサウスウェー
ルズ州の広い地域で起こった洪水災害で、何
百人もの人々が被災しました。サウスウェー
ルズの洪水は 2 月 2 日に起こりました。救
世軍緊急支援チームは、直ちに、被災者や救
援活動に従事する人々への給食活動を開始し
ました。クイーンズランド州で被害が大きい
町々では、給食活動をおこなうとともに、生活必需品を救援ヘリ
コプターで運んでいます。瓦

が

礫
れ き

撤去や家の掃除もおこなっていま
すが、その作業が一段落した後は、家族や家財を失った人々への
心のケアが必要となってきます。救世軍は、支援活動を継続し、
それらの必要に応

こた

え続けていきます。

〈日本〉東日本大震災　被災者救援リポート（続）
　東日本大震災から 1 年が経ち、救世軍では、被災地の復興のた
め、被災された方々のニーズに応える支援を継続しています。い
くつかの大きな支援プロジェクトにも、海外（アメリカや香港）の
救世軍からの支援金によって携わっています。
　その一つである、仮設店舗街
建設では、大船渡市の仮設店舗
街に続き、2 月 25 日に、宮城
県南三陸町にオープンした「南
三陸さんさん商店街」建設にも
関わりました。救世軍は、駐車
場整備、天気に応じて透明な素
材の屋根が開閉可能な全天候型
フードコート（床はウッドデッキ）、各店舗エアコン・障がい者用ス
ロープ・看板・案内表示等、総額一億円を超える支援をおこない
ました。また女川町では、4 月末のオープンを目指して 30 棟の
仮設店舗を建設中です。これらの仮設店舗街建設支援には、アメ
リカの救世軍からの資金が用いられています。
　女川の漁協には昨年 11 月か
ら 30 隻の作業船（10 人乗り、1.7
ｔ）と 14 台のフォークリフト（荷
揚げ能力 3 ｔ）が贈られており、
さっそく様々な作業に使われて
います。また、気仙沼漁協にも、
作業用テントや潜水具などが５
月までに提供されます。
　2 月の末に、宮城県知事より、宗教法人救世軍に、現在までの
救援・支援活動に対する感謝状が贈られました。
　その他、福島県からの要請に応え、福島県から全国に広がって
避難している被災者の方々へ、暖房器具などを贈るプロジェクト
に、他の民間の支援団体と共に参加しています。
　また、岩手県陸前高田市の広田保育園には、避難用スロープや
給食用ワゴン（3 台）、仮設住宅でのコミュニティー作りのために、
ミシンやソーイングセットなどを提供しました。　

日用品配布ボランティア募集
　4 月から 11 月まで毎月 1 回、月曜日、
東京・大手町の常盤橋公園でおこないます。

詳しくは、救世軍本営 社会福祉部まで
　 　　℡：03‐3237‐0865

大雪の中オープンした
「南三陸さんさん商店街」

女川漁協に寄贈された
フォークリフト
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謹
ん
で
震
災
の
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
日
も
早
い
被
災
者
の
方
々
の
心
の
平
安
の
回

復
と
、被
災
地
の
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

毎
年
春
に
、
世
界
中
の
キ
リ

ス
ト
教
会
は
、イ
ー
ス
タ
ー
（
復

活
祭
）
を
お
祝
い
し
ま
す
。

　
「
神
は
、
そ
の
独ひ

と

り
子
を

お
与
え
に
な
っ
た
ほ
ど
に
、

世
を
愛
さ
れ
た
。
独
り
子
を

信
じ
る
者
が
一
人
も
滅
び
な

い
で
、
永
遠
の
命
を
得
る
た

め
で
あ
る
」（
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福

音
書
3
章
16
節
）

と
イ
エ
ス
は
教
え
て
い
ま
す
。

　

神
は
、
永
遠
の
滅
び
が
ど
れ

ほ
ど
過
酷
で
あ
る
か
を
ご
存
じ

で
す
。
そ
の
た
め
、
神
の
独
り

子
イ
エ
ス
は
、
人
の
滅
び
の
要

因
で
あ
る
罪
よ
り
人
を
救
い
、

永
遠
の
命
を
得
ら
れ
る
よ
う
、

身
代
わ
り
と
な
っ
て
十
字
架
に

死
に
、
三
日
目
に
復
活
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
復
活
を
祝
う
の
が
、

イ
ー
ス
タ
ー
で
す
。

　

復
活
し
た
イ
エ
ス
に
最
初
に

出
会
っ
た
の
は
、
マ
グ
ダ
ラ
の

マ
リ
ア
と
い
う
女
性
で
し
た
。

彼
女
は
か
な
り
裕
福
で
し
た

が
、
か
つ
て
七
つ
の
悪
霊
に
悩

ま
さ
れ
（
身
体
的
・
精
神
的
病
を
患

い
）、
孤
独
、
不
安
、
絶
望
に
陥

り
、
悲
惨
な
生
活
を
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、イ
エ
ス
に
よ
っ

て
病
を
癒い

や

さ
れ
、
暗く

ら

闇や
み

か
ら
救

い
出
さ
れ
た
上
に
、
他
の
女
性

た
ち
と
共
に
イ
エ
ス
に
仕
え
る

と
い
う
、
人
生
転
換
を
経
験
し

て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
救
い
主ぬ

し

イ

エ
ス
が
、
マ
リ
ア
の
目
の
前
で

十
字
架
に
か
け
ら
れ
て
死
に
、

墓
に
葬
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。
し
か
も
、
葬
ら
れ
て
三
日

目
―
週
の
初
め
の
日
の
明
け
方

に
墓
を
見
に
行
く
と
、
封
印
さ

れ
て
い
た
は
ず
の
石
が
取
り
除

か
れ
、
イ
エ
ス
の
体
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
彼
女
は
失
意
の

余
り
に
た
だ
泣
く
ば
か
り
で
し

た
。

　

私
は
十
二
歳
の
時
、
母
を
心

臓
麻ま

痺ひ

で
亡
く
し
ま
し
た
。
わ

ず
か
一
時
間
余
り
の
患
い
で

急
死
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
私
は
母
の

遺
体
に
し
が
み
つ
い
て
号
泣
し

ま
し
た
。
土
葬
さ
れ
た
墓
の
前

で
も
泣
き
、
喪
失
感
、
死
の
前

に
お
け
る
無
力
感
、
い
ず
れ
私

も
地
上
か
ら
消
え
去
る
の
だ
と

い
う
事
実
に
向
き
合
わ
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
同
時
に
、
そ
こ

は
人
の
生
き
方
を
考
え
る
場
所

と
も
な
り
ま
し
た
。

　　

さ
て
、
マ
リ
ア
が
泣
き
崩
れ

て
い
る
と
、
背
後
で
「
マ
リ
ア
」

と
い
う
声
を
聞
き
ま
し
た
。
彼

女
は
、
そ
れ
が
主
イ
エ
ス
で
あ

る
と
気
づ
き
、
イ
エ
ス
が
復
活

し
た
こ
と
を
知
っ
て
、

　
「
ラ
ボ
ニ
」（
先
生
）

と
答
え
ま
し
た
。
そ
の
途
端
、

今
ま
で
の
悲
し
み
は
消
え
、
マ

リ
ア
は
非
常
な
歓
喜
に
満
た
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
弟
子
た
ち

の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
、  

　
「
わ
た
し
は
主
を
見
ま
し

た
！
」

と
告
げ
た
の
で
す
。
そ
の
後
、

復
活
の
イ
エ
ス
は
、
弟
子
た
ち

に
十
回
に
わ
た
り
現
れ
、
復
活

の
確
証
を
さ
れ
た
の
で
す
。

　　

イ
エ
ス
は
罪
に
勝
ち
、
死
に

打
ち
勝
ち
ま
し
た
。
死
は
終
わ

り
で
は
な
く
、
新
し
い
命
の
出

発
を
意
味
す
る
も
の
と
な
り
ま

し
た
。
イ
エ
ス
の
復
活
は
、
人

間
の
も
つ
罪
と
不
幸
の
暗
雲
を

払
い
除
き
、
信
じ
る
者
を
死
に

打
ち
勝
た
せ
る
、
救
い
の
保
証

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
エ
ス
と
出
会
い
、
イ

エ
ス
を
罪
か
ら
の
救
い
主
と
信

じ
る
な
ら
、
だ
れ
で
も
マ
リ
ア

の
よ
う
に
変
革
さ
れ
、
生
活
に

深
み
を
も
ち
、
喜
び
と
平
安
と

希
望
の
あ
る
歩
み
へ
と
変
え
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
新
し
い
命
、

す
な
わ
ち
、
永
遠
の
命
に
あ
ず

か
る
保
証
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。

　

イ
エ
ス
は
、

　
「
わ
た
し
は
復
活
で
あ
り
、

命
で
あ
る
。
わ
た
し
を
信

じ
る
者
は
、
死
ん
で
も
生
き

る
。」（
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書

11
章
25
節
）

　
「
わ
た
し
は
世
の
終
わ
り

ま
で
、
い
つ
も
あ
な
た
が
た

と
共
に
い
る
」（
マ
タ
イ
に
よ

る
福
音
書
28
章
20
節
）

と
約
束
さ
れ
ま
し
た
。
イ
エ
ス

は
、
今
も
生
き
て
働
き
、
信
じ

る
者
を
救
い
、
新
し
い
命
と
活

力
を
与
え
る
救
い
主
で
す
。

　

イ
エ
ス
の
復
活
し
た
日
曜
日

は
、
礼
拝
の
日
で
す
。
一
人
で

も
多
く
の
人
が
神
を
礼
拝
し
、

イ
エ
ス
と
共
に
歩
み
、
深
み
の

あ
る
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
祈

り
ま
す
。（

救
世
軍
士
官
〔
伝
道
者
〕）

復
活
の
新
し
い
力

宇
賀
神 

弘

イースターは移動祭日です。春分の後の最初の満月
のすぐ後に来る日曜日となっています

今年のイースターは 4月8日 です
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東
京
・
杉
並
区
に
救
世
軍

男
子
社
会
奉
仕
セ
ン
タ
ー
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
「
救
世

軍
バ
ザ
ー
場
」
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。
毎
週
土
曜

日
の
オ
ー
プ
ン
の
時
は
、
開

館
前
か
ら
、
掘
り
出
し
物
を

手
に
入
れ
よ
う
と
す
る
人
々

で
、行
列
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
男
子
社
会
奉
仕
セ
ン

タ
ー
は
、
救
世
軍
が
そ
の
創

業
時
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
者
支
援

施
設
の
一
つ
で
、
そ
の
身
体

的
・
精
神
的
回
復
を
図
り
、社

会
復
帰
で
き
る
よ
う
訓
練
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。
飲
ま
な

い
日
々
を
続
け
、
社
会
復
帰

を
目
指
し
て
い
る
方
々
が
働

い
て
い
ま
す
。

　

昨
年
十
一
月
、
こ
の
施
設

で
職
員
と
し
て
働
い
て
い
た

一
人
の
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

の
方
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

病
床
で
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と

な
っ
た
М
さ
ん
で
す
。

　

М
さ
ん
は
、
愛
媛
県
松
山
市

の
出
身
。
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
で
中
高

一
貫
教
育
を
受
け
ま
し
た
。
東

京
工
業
大
学
に
入
学
し
ま
し
た

が
、
中
途
退
学
。
こ
の
頃
か
ら

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
な
ど
の
問

題
を
抱
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
設
計
建
築
会
社
に

約
七
年
間
勤
務
し
、
退
社
。
郷

里
に
帰
っ
て
静
養
し
て
い
ま
し

た
が
、
友
達
の
勧
め
で
、
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
専
門
病
院
を
受

診
し
、
入
院
と
な
り
ま
し
た
。

　

翌
年
、
退
院
す
る
と
、
依
存

症
か
ら
の
回
復
と
社
会
復
帰
の

た
め
、
救
世
軍
男
子
社
会
奉
仕

セ
ン
タ
ー
に
入
所
し
ま
し
た
。

断
酒
を
守
り
、
二
年
後
に
は
そ

こ
の
職
員
と
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
バ
ザ
ー
場
で
の
働
き
に

従
事
す
る
傍か

た
わ

ら
、
Ａ
Ａ
（
ア
ル

コ
ホ
ー
リ
ク
ス
・
ア
ノ
ニ
マ
ス
＝
ア

ル
コ
ー
ル
依
存
症
か
ら
の
回
復
の
た

め
の
自
助
グ
ル
ー
プ
）
に
属
し
、

中
心
的
な
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活

動
し
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
九
年
後
、
退
職
し

て
ハ
イ
ヤ
ー
の
運
転
手
と
な
り

ま
し
た
。
が
、
再
び
お
酒
に
手

を
出
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

の
病
気
に
戻
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
男
子
社
会
奉
仕

セ
ン
タ
ー
に
再
入
所
と
な
っ
た

の
で
す
。
そ
の
М
さ
ん
を
セ
ン

タ
ー
の
仲
間
た
ち
、
ま
た
Ａ
Ａ

の
仲
間
た
ち
は
温
か
く
受
け
入

れ
、
助
け
ま
し
た
。
М
さ
ん
は

再
起
し
、
二
年
後
に
は
主
任
に

な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
場
責
任
者
と
し

て
采さ

い

配は
い

を
振
る
う
よ
う
に
な
っ

て
間
も
な
く
、
間
質
性
肺
炎
と

い
う
難
病
の
診
断
を
受
け
た
の

で
す
。
予
定
し
て
い
た
Ａ
Ａ
の

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
へ
の
参
加
も
、
病

気
の
進
行
の
た
め
断
念
。
二
度

の
入
院
を
経
て
、
平
成
二
十
三

年
八
月
、
余
命
一
カ
月
と
診
断

さ
れ
三
度
目
の
入
院
と
な
り
ま

し
た
。

　

十
一
月
九
日
、
転
院
先
の
救

世
軍
ブ
ー
ス
記
念
病
院
に
て
、

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
、

正
式
に
救
世
軍
の
信
徒
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
十
九
日
後
、
М

さ
ん
は
静
か
に
天
に
召
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。

　

酒
の
害
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

飲
酒
運
転
、
健
康
被
害
、
ま
た

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
な
ど
の
社

会
的
、
健
康
的
、
精
神
的
な
害

を
私
た
ち
に
及
ぼ
し
ま
す
。

　

特
に
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
、

飲
酒
が
自
分
の
人
生
に
害
を
及

ぼ
す
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
て
も

止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
病
気

で
す
。
病
気
の
進
行
に
伴
い
、

こ
の
病
気
を
否
認
し
、
再
飲
酒

を
繰
り
返
し
、
家
庭
・
地
域
・

社
会
に
お
い
て
自
分
の
居
場
所

を
失
い
、
孤
独
に
な
り
、
つ
い

に
は
命
を
失
う
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
専
門
的
な
治
療
と
適
切

な
支
援
を
受
け
、
断
酒
す
る
こ

と
で
回
復
す
る
病
気
で
す
。

　

救
世
軍
は
創
立
の
当
初
か
ら

酒
の
害
を
訴
え
、
禁
酒
を
勧
め

て
き
ま
し
た
。
現
在
、
左
記
の

施
設
で
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
者

の
回
復
支
援
の
働
き
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

●
自
省
館
（
救
護
施
設
）

　

生
活
の
場
を
提
供
し
、
回
復

の
た
め
に
、
個
別
支
援
計
画
に

基
づ
く
生
活
及
び
自
立
支
援
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

℡
：
０
４
２‐４
９
３
‐５
３
７
４

●
男
子
社
会
奉
仕
セ
ン
タ
ー

　

バ
ザ
ー
場
で
の
作
業
を
通
し

て
、
身
体
的
・
精
神
的
回
復
を

図
り
、
社
会
復
帰
で
き
る
よ
う

訓
練
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

℡
：
０
３
‐５
８
６
０
‐２
９
９
２

我々はアルコールに対して無力であり、生きてい111
くことがどうにもならなくなったことを認めた。
我々は自分より偉大な力が、我々を正気に戻し211
てくれると信じるようになった。
我々の意志と命の方向を変え、自分で理解して311
いる神、ハイヤー・パワーの配慮にゆだねるこ
とを決心した。
探し求め、恐れることなく、生き方の411 棚

たな

卸
おろ

し表
を作った。
神に対し、自分自身に対し、もう一人の人間に511
対し、自分の誤りの正確な本質を認めた。
これらの性格上の欠点全て取り除くことを神に611
ゆだねる心の準備が完全にできた。
自分の短所を変えてくださいと謙虚に神に求め711
た。
我々が傷つけた全ての人々の表を作り、その全811
ての人たちに埋め合わせをする気持ちになった。
その人たち、または他の人々を傷つけない限り、911
機会あるたびに直接埋め合わせをした。
自分の生き方の棚卸しを実行し続け、誤ったと1111
きは素直に認めた。
自分で理解している神との意識的触れあいを深1111
めるために神の意志を知り、それだけを行って
いく力を祈りと黙想によって求めた。
これらのステップを経た結果、霊的に目覚め、1211
この話をアルコール依存症者に伝え、また自分
のあらゆることにこの原理を実践するように努
力した。

ＡＡ 12 のステップ 救
世
軍
は

四
月
二
日
～
八
日
を

酒
害
強
調
週
間

と
し
て
守
っ
て
い
ま
す

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
者　

　
　
　
　
　

支
援
施
設

Ｍさんを偲
し の

んで
告別式で披露された
　　　　プロフィールより

男子社会奉仕センター

● 

救
世
軍
バ
ザ
ー
場

● 

救
世
軍
バ
ザ
ー
場

　
　
　
　
　
　

江
東
出
張
所

 

寄
贈
品
受
付
、
お
問
合
せ
は

     

℡
：
０
３
‐
５
８
６
０
‐
２
９
９
２ 

・
新
中
古
衣
料
、
雑
貨
な
ど
掘

り
出
し
物
多
数
。

オ
ー
プ
ン

　

 

毎
週
土
曜
日 

10
時
～
15
時

東
京
都
墨
田
区
太
平
4-

11-

3

℡
：
０
３
‐
３
６
２
６
‐
０
７
３
８

交
通
：
JR
・
東
京
メ
ト
ロ
半
蔵

門
線 

錦
糸
町
下
車
徒
歩
10
分

・
新
中
古
衣
料
、
雑
貨
、
家
電

製
品
、
書
籍
、
家
具
な
ど
品
数

豊
富
。

オ
ー
プ
ン

　

 

毎
週
土
曜
日 

9
時
～
14
時

東
京
都
杉
並
区
和
田
2-

21-

2

℡
：
０
３
‐
５
８
６
０
‐
２
９
９
２

交
通
：
東
京
メ
ト
ロ
丸
の
内
線

中
野
富
士
見
町
下
車
徒
歩
　
分
10



□
私
の
近
く
の
救
世
軍
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

□
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い
で
す
。

□
『
と
き
の
こ
え
』
の
購
読
を
申
し
込
み
ま
す
。

ご
氏
名

ご
住
所

この部分を封書か葉書に貼り、裏
面下の救世軍にお送りください。

（第三種郵便物認可） 第 2621 号 と き の こ え３ 2012 年（平成 24 年）　4 月 1 日　発行

キリトリ

　

М
さ
ん
と
私
の
関
わ
り
は
一

年
に
満
た
ず
、
そ
の
関
係
は
職

場
の
上
司
と
部
下
で
し
た
。
私

は
救
世
軍
杉
並
小
隊
の
小
隊
長

（
牧
師
に
あ
た
る
）
で
す
が
、彼
が

働
い
て
い
た
男
子
社
会
奉
仕
セ

ン
タ
ー
の
施
設
長
と
し
て
の
任

務
も
お
こ
な
わ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
の
で
す
。し
か
し
、形
の

上
で
は
上
司
と
部
下
で
も
、
そ

れ
以
上
に
、
お
互
い
強
く
惹ひ

か

れ
合
っ
て
い
ま
し
た
。
と
い
う

の
は
、
二
人
の
話
題
は
ほ
と
ん

ど
聖
書
の
話
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

男
子
社
会
奉
仕
セ
ン
タ
ー

は
、
毎
朝
、
必
ず
朝
礼
と
い
っ

て
、
二
十
分
ほ
ど
の
礼
拝
の
時

を
も
ち
ま
す
。
こ
れ
は
、
セ
ン

タ
ー
の
働
き
に
と
っ
て
支
柱
と

な
っ
て
い
る
も
の
で
、
開
設
か

ら
今
日
ま
で
の
四
十
数
年
間
、

欠
か
し
た
こ
と
の
な
い
、
大
切

な
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ケ
ア
の

時
で
す
。
М
さ
ん
も
こ
の
時
間

を
非
常
に
楽
し
み
に
大
切
に
さ

れ
て
い
て
、

　
「
こ
の
時
間
は
、集
団
的
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
時
だ
」

と
言
っ
て
、
喜
ん
で
耳
を
傾
け

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
が
特
に
印
象
に
残
っ
て
い

る
の
は
、

　
「
一
粒
の
麦
は
、
地
に
落

ち
て
死
な
な
け
れ
ば
、
一
粒

の
ま
ま
で
あ
る
。
だ
が
、
死

ね
ば
、
多
く
の
実
を
結
ぶ
。

自
分
の
命
を
愛
す
る
者
は
、

そ
れ
を
失
う
が
、
こ
の
世
で

自
分
の
命
を
憎
む
人
は
、
そ

れ
を
保
っ
て
永
遠
の
命
に
至

る
」（
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
12

章
24
～
25
節
）

と
い
う
言
葉
に
対
す
る
М
さ
ん

の
反
応
で
す
。
彼
は
中
高
生
の

頃
、
こ
の
言
葉
を
ず
っ
と
考
え

て
い
た
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
言
葉
は
、
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
が
、
救
い
主ぬ

し

と
し
て
そ

の
使
命
を
全
う
す
る
時
が
近
づ

い
た
時
に
言
わ
れ
た
も
の
で
す
。

イ
エ
ス
の
使
命
と
は
、
私
た
ち

の
身
代
わ
り
に
な
っ
て
、
ご

自
身
が
罪
人
と
し
て
十
字
架
に

架か

か
っ
て
死
に
、
罪
の
裁
き
を

で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と

が
、
彼
が
召
天
す
る
ま
で
大
き

な
支
え
と
な
っ
た
こ
と
は
想
像

に
難か

た

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
、こ
れ
は
「
Ａ
Ａ 

12
の

ス
テ
ッ
プ
」（
2
ペ
ー
ジ
下
参
照
）

に
出
て
く
る
“
ハ
イ
ヤ
ー
・
パ

ワ
ー
”
が
聖
書
の
神
で
あ
る
、

と
い
う
М
さ
ん
の
信
仰
告
白
だ

と
確
信
し
た
の
で
、
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
と
し
て
救
世
軍
の
信
徒

と
な
る
よ
う
勧
め
ま
し
た
。
す

る
と
、

　
「
わ
か
り
ま
し
た
」

と
二
つ
返
事
で
、
承
知
さ
れ
た

の
で
す
。
非
常
に
慎
重
な
性
格

の
М
さ
ん
に
し
て
は
、
意
外
な

ほ
ど
あ
っ
さ
り
同
意
さ
れ
た
の

で
、
か
え
っ
て
驚
い
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。

　

М
さ
ん
が
救
世
軍
の
信
徒
と

な
る
こ
と
を
決
心
し
て
最
初
に

言
わ
れ
た
言
葉
は

　
「
小
隊
長
！
」

で
し
た
。
こ
れ
ま
で
、「
施
設

長
」と
は
呼
ん
で
も
、「
小
隊
長
」

と
呼
ぶ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
私
は
そ
こ
に
、
彼
の
信

仰
を
見
た
よ
う
に
感
じ
、
非
常

に
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
上

司
と
部
下
で
は
な
く
、
主
に

あ
っ
て
兄
弟
の
関
係
に
な
れ
た

こ
と
を
喜
び
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
М
さ
ん
の
希
望

で
、
男
子
社
会
奉
仕
セ
ン
タ
ー

隣
り
に
あ
る
救
世
軍
ブ
ー
ス
記

念
病
院
に
転
院
し
て
か
ら
、
病

床
で
兵
士
入
隊
式
（
救
世
軍
の

信
徒
と
し
て
正
式
に
加
わ
る
こ
と
を

表
す
儀
式
）
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
十
一
月
二
十
八

日
、「
自
分
は
、
備
え
ら
れ
た

所
に
行
く
の
だ
か
ら
、
何
の
心

配
も
な
い
」
と
の
言
葉
を
遺

し
、
М
さ
ん
は
天
に
召
さ
れ
ま

し
た
。
勝
利
の
凱が

い

旋せ
ん

で
し
た
。

　
　
「
わ
た
し
た
ち
は
、こ
の
よ

う
な
宝
を
土
の
器
に
納
め
て

い
ま
す
。
こ
の
並
外は

ず

れ
て
偉

大
な
力
が
神
の
も
の
で
あ
っ

て
、
わ
た
し
た
ち
か
ら
出
た

も
の
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か

に
な
る
た
め
に
。
…
…
わ
た

し
た
ち
は
、
い
つ
も
イ
エ
ス

の
死
を
体
に
ま
と
っ
て
い
ま

す
。
イ
エ
ス
の
命
が
こ
の
体

に
現
れ
る
た
め
に
。」（
コ
リ
ン

ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
二　

4
章

7
、
10
節
）

　
「
土
の
器
」
は
、
も
ろ
く
、

欠
け
や
す
い
素
焼
き
の
器
の
こ

と
で
、
私
た
ち
の
肉
体
・
人
生

を
指
し
ま
す
。
私
た
ち
は
、
病

気
に
な
り
ま
す
し
、
衰
え
て
い

き
ま
す
。
そ
し
て
、
い
ず
れ
死

を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、
様
々
な

試
練
に
耐
え
る
こ
と
が
困
難

で
、
罪
を
犯
し
、
人
生
を
台
無

し
に
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
が
イ

エ
ス
の
死
を
ま
と
う
時
、
私
の

弱
さ
・
死
が
、
私
た
ち
の
も
の

で
は
な
く
、
イ
エ
ス
の
弱
さ
・

死
に
変
わ
る
の
で
す
。そ
の
時
、

何
が
起
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
の
う
ち
に
、
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
の
復
活
の
命
が
現
さ

れ
る
の
で
す
。
罪
に
勝
ち
、
死

を
も
滅
ぼ
し
た
復
活
の
命
が
、

信
じ
る
一
人
ひ
と
り
に
与
え
ら

れ
る
―
霊
的
な
救
い
が
起
こ
る

の
で
す
。

　

こ
れ
が
、
М
さ
ん
が

　
「
解
け
た
！
」

と
言
っ
た
意
味
で
は
な
か
っ
た

か
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
救
世
軍
士
官
〔
伝
道
者
〕）

〔
Ｍ
さ
ん
追
悼
メ
ッ
セ
ー
ジ
〕

イ
エ
ス
の
命
が

　
　
現
れ
る
た
め
に

眞
鍋 

精
一

受
け
て
、
三
日
目
に

復
活
す
る
こ
と
で
し

た
。
一
粒
の
麦
と
は
、

イ
エ
ス
の
こ
と
で
す
。

イ
エ
ス
は
、
自
然
界

に
お
い
て
繰
り
返
さ

れ
る
現
象
に
譬た

と

え
て
、

ご
自
身
の
十
字
架
の

意
味
を
語
ら
れ
た
の

で
す
。
イ
エ
ス
の
死

に
よ
っ
て
、
そ
の
死

の
種た

ね

が
イ
エ
ス
を
信
じ
る
す
べ

て
の
人
々
の
命
に
よ
み
が
え
り
、

実
を
結
ぶ
と
い
う
、
霊
的
な
奇

跡
が
始
ま
る
の
で
す
。

　

昨
年
の
春
先
、
四
月
、
М
さ

ん
は
気
胸
で
二
度
目
の
入
院
を

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
ｉア

イ

‐

Ｐポ

ッ

ド

ｏ
ｄ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
、
聖
書
―
特
に
ヨ
ブ
記
を
読

ま
れ
た
そ
う
で
す
。
私
が
見
舞

い
に
行
く
と
、
突
然
、

　
「
施
設
長
、
解
け
ま
し
た
！
」

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
初
め

て
ヨ
ブ
記（
旧＊

約
聖
書
に
出
て
く

る
書
名
）
を
全
部
読
む
こ
と
が

で
き
、人
生
の
疑
問
が
解
け
た
、

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
以

上
、
話
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
、
私
も
あ
え
て
聞
き
ま
せ
ん

＊
ヨ
ブ
記
―
信
仰
心
篤あ

つ

い
ヨ
ブ
が
、

大
き
な
試
練
に
遭
う
中
で
、
神
の
臨

在
を
経
験
し
、
頭
の
理
解
を
超
え
た

神
の
力
の
前
に
悔
い
改
め
、真
に「
神

に
信
頼
す
る
」
者
に
変
え
ら
れ
る
物

語
。


